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DataLabs株式会社
３次元データで建設業を変革する
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社名 DataLabs株式会社

創立日 2020年7月7日

代表 代表取締役 CEO 田尻 大介

本社 東京都中央区日本橋小舟町8-6 H¹O日本橋小舟町

事業内容 3次元データを用いたクラウド型システムの開発・提供等

SBIインベストメント(株) / JR東日本スタートアップ(株) / 
株主 (株)ディープコア / 東京大学協創プラットフォーム開発(株) / 杉田浩章

社員数 約20名
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・ドローンベンチャーにてクロスボーダーM&A、
JV開発/資金調達を担当
・シンクタンクにて新規事業計画策定PJT、
経営コンサルティングに従事
・大手企業にて新設JVの経営企画、
経営管理業務に従事
・東京大学工学部精密工学科にて
3次元データ解析を研究

・JAXAにてリモートセンシング(衛星データ)
の利用普及事業に従事
・ドローンベンチャーにて計測事業責任者、
新規事業責任者を担当
計測事業YoY＋250％を達成
・衛星ベンチャーにてBtoB SaaSの事業開発
クロージング案件数・金額トップ

・京都大学大学院博士課程修了(理学博士)
・国内外研究所にて素粒子物理学の研究、
画像認識・ロボティクス・三次元データ処理等
の研究開発に従事
・アプリケーションとしての実用化を複数実現
・機械学習を用いた3Dモデリングや画像認識
等で複数の特許取得及び学会発表実績
・AIベンチャーCTO経験

創業者/代表取締役

田尻 大介
統轄/事業開発

創業者/取締役

常信 敦嗣
経理財務/経営管理

CTO

佐藤 大輔
R&D/技術開発

Team 三次元データの解析やそれを用いた事業開発の経験が豊富なメンバーが会社を牽引

顧問

矢吹 信喜
国交省BIM/CIM
推進委員会委員長

・大阪大学大学院工学研究科教授
環境エネルギー工学専攻
・独自の3次元自動モデリング技術を活用して開発
を進める弊社プロダクトが、国交省の推進する
BIM/CIM原則化に資するものになり海外展開も
可能となるようアドバイス

顧問

大竹 豊
東京大学大学院
工学系研究科教授

・精密工学専攻 形状モデリング工学研究室
デジタルエンジニアリング工学
・弊社の点群データ自動モデル化技術の優位性
を持続させていくため、最先端の技術動向やアルゴ
リズムの最適化等に関するアドバイス

・企業法務、コーポレートガバナンス、
紛争対応、知財に係る業務など
法務・知財の豊富な経験と見識
・創業当初からDataLabsの法務関連
業務に従事し、事業・技術への理解も深い
・東京大学文学部卒業後、神戸大学法科大
学院を経て2016年弁護士登録

・中央大学卒業
・あずさ監査法人にて企業会計監査
・ベンチャー企業にてPMI業務、IPO支援、
監査法人対応、CFO代行
・系列税理士法人にて個人確定申告
代行PJの責任者、2千人超の確定申告

シニアカウンセル

杉田 浩章
BCGシニアアドバイザー

監査役

柳澤 昇平
公認会計士

CLO

柴田 和彦
弁護士・弁理士

・ボストン・コンサルティング・グループ(BCG)
元日本代表
・早稲田大学ビジネススクール 教授
・ユニ・チャーム 社外取締役
・トランスフォーメーション、デジタライゼーション、
事業戦略、新規事業開発、
コーポレート・ガバナンス、グループ
マネジメントに関わる支援経験が豊富
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History 沿革

2022/09

3次元データの統合・可視化ツール
「LinkedViewer」リリース

2023/04

3D配筋検査システム
「Modely」リリース

2023/05

JR東日本スタートアップ
(株)様と資本業務提携

プレシリーズAラウンドにて
4.3億円の調達

2020/07

創業

2022/06

高速道路DXアイデアコンテスト
優秀賞

2023/09

3Dインフラ補修システム
「Hatsuly」リリース

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000202.000034286.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000010.000083637.html
https://innovative-expressway-consortium.jp/expressway-dx/result.html
https://www.datalabs.jp/modely
https://www.datalabs.jp/news/datalabs-%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%B7%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%82%BAa%E3%83%A9%E3%82%A6%E3%83%B3%E3%83%89%E3%81%AB%E3%81%A64.3%E5%84%84%E5%86%86%E3%81%AE%E8%B3%87%E9%87%91%E8%AA%BF%E9%81%94%E3%81%A8-jr%E6%9D%B1%E6%97%A5%E6%9C%AC%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%88%E3%82%A2%E3%83%83%E3%83%97%E3%81%A8%E3%81%AE%E8%B3%87%E6%9C%AC%E6%A5%AD%E5%8B%99%E6%8F%90%E6%90%BA%E3%82%92%E9%96%8B%E5%A7%8B-bcg%E5%85%83%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BB%A3%E8%A1%A8%E6%9D%89%E7%94%B0%E6%B5%A9%E7%AB%A0%E6%B0%8F%E3%82%92%E3%82%B7%E3%83%8B%E3%82%A2%E3%82%AB%E3%82%A6%E3%83%B3%E3%82%BB%E3%83%AB%E9%A1%A7%E5%95%8F%E3%81%AB%E8%BF%8E%E3%81%88%E7%B5%8C%E5%96%B6%E4%BD%93%E5%88%B6%E3%82%92%E5%BC%B7%E5%8C%96
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Strength 点群の自動モデリング技術

点群データ 3次元モデル

草野測器社が福島ロボットテストフィールドで取得した点群データ
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Solution コア技術を応用したWEBアプリケーションを提供

設計～施工～維持・管理まで、3次元データの活用をご支援

設計 施工 維持・管理

自動モデリング技術

3D配筋検査システム
「Modely」

3Dインフラ補修システム
「Hatsuly」

コア技術

WEBアプリ

対象業務



Hatsuly群：デジタルインフラの世界標準基盤へ

Hatsuly

Hatsuly 点検・調査

調査会社

3D上で補修工事の発注
工事に必要なデータ抽出

発注者インフラオーナー
（工事チーム）

施工会社

補修工事
発注

施工会社

3Dモデル化・その他納品
情報の紐付ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化

維持管理
新たな点検

補修履歴確認データ分析
点検に必要なデータ抽出

発注者インフラオーナー
（保全チーム）

施工会社

補修工事
竣工

各プロダクトを有機的に連携させ、
点検調査、補修工事、維持管理まで一元化管理

発注者インフラオーナー
（工事チーム）

発注者インフラオーナー
（保全チーム）

Hatsuly

Hatsuly

3Dモデル化・その他納品
情報の紐付ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化



国土交通省でも進む3Dベースのインフラメンテナンスの構築



Hatsuly
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HatsulyはNETIS登録技術です（登録番号：KK-230066-A）

コンクリートのはつり作業を伴う工事において、はつり箇所の点群データを取得し、鉄筋やはつり平面をモデル化することで、はつり深さやかぶり厚を計測する。あわせ
て、はつり箇所に打設するコンクリート/モルタルの必要量を自動算出する技術。
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従来の業務フローの課題

元請け・受注者
(監理技術者)

元請け・受注者
(検査者・管理者)

発注者

はつり作業
協力会社

(施工会社)

はつり箇所の確
認

各種深さの測定 必要モルタル量算出

対象箇所にコンベックスを
当て深さを計測。

水糸を垂らした部分にコンベックス
を当て深さを計測。底板の面積と
深さから、手動でモルタル量を算出。

写真撮影 帳票作成

内容確認

内容確認

報告

報告

報告

計測値と写真の整理。
鉄筋損傷図の作成。

課題①
• 計測箇所が多く、手動での計測に時間を要している
• 計測を２～３人で実施する必要がある
• 算出精度が低く、モルタル量に過不足が生じている

課題②
帳票が２次元で分かりづらく、色々な情報(写真等)を
紐づける必要があるため、作成に時間がかかる

課題③
管理者や発注者へ報告する情報が多く、
共有に手間がかかっている。



Confidential

補修工事向け!! 
3Dインフラ補修システム

「Hatsuly」

メリット①

１人で完結

メリット②

深さと体積を
自動算出

メリット③

ラクラク報告
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Hatsulyを使うメリット①1人で完結

AfterBefore
時間をかけて数人がかりで作業 iPadで一人で作業

３人 ⇒ １人
（当社調べ）

1人で簡単に数量算出できます。
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Hatsulyを使うメリット②はつり面積・深さ・体積、鉄筋表面積等を自動算出

AfterBefore
管理項目ごとに手動で測定、計算 一度の点群計測で管理項目をシステム上で測定可能

出来形・出来形高管理項目（※）＋鉄筋表面積が自動算出されます。
※はつり面積（長さ×幅）・深さ・体積、鉄筋かぶり厚
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Hatsulyを使うメリット③ラクラク報告

帳票作成と報告の手間を省いて業務を効率化、ワークライフバランスも改善します。

AfterBefore
事務作業が多くて残業 システム上で帳票を自動作成

約75%
の工数削減（当社調べ）
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Hatsulyによる9割の省略化効果

AfterBefore

• 時間をかけて数人がかりで作業

• 管理項目ごとに手動で
測定、計算

• 帳票作成と報告などの事務作業
が多くて残業

• iPadで一人で作業

• 一度の点群計測で管理項目を
システム上で測定可能

• システム上で帳票を自動作成

Before

After

必要人数：3人
合計時間：1,680分

必要人数：1人
合計時間：190分

はつり箇所の
寸法実測

写真撮影
帳票作成（数量算出・

写真整理）

はつり箇所の
点群計測

自動
モデリング
帳票作成

約9割 の
業務効率化

立会検査

25分 120分

立会検査

45分

900分 480分 300分
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点検・調査

調査会社

3D上で補修工事の発注
工事に必要なデータ抽出

発注者インフラオーナー
（工事チーム）

施工会社

補修工事
発注

施工会社

3Dモデル化・その他納品
情報の紐付ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化

維持管理
新たな点検

補修履歴確認データ分析
点検に必要なデータ抽出

発注者インフラオーナー
（保全チーム）

施工会社

補修工事
竣工

各プロダクトを有機的に連携させ、
点検調査、補修工事、維持管理まで一元化管理

発注者インフラオーナー
（工事チーム）

発注者インフラオーナー
（保全チーム）

3Dモデル化・その他納品
情報の紐付ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化

従来のカバー領域 新たにカバーされている領域

Hatsulyを用いたインフラメンテナンスサイクルの実現（補修工事以外での適用）
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【点検・調査】- 損傷展開図（2D CAD図面）自動作成機能

• 補修箇所をスキャンし、点群上でアノテーション（チョーキング）するだけで損傷展開図（2DCAD図面）
を自動作成。補修点検や現地踏査時のデータ取得及びCAD図面作成、設計変更協議を効率化！

• データ連携により補修工から維持管理にまで及ぶ3Dベースのインフラライフサイクルシステムの構築へ
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【点検・調査】- 損傷展開図（2D CAD図面）自動作成機能

数量計算書に各補修箇所の2D CAD図面も自動作成 2D平面図としてエクスポートしたデータ
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3Dデータによるインフラ点検・記録自動化

1.作業が1人で出来、現場実測＆帳票作成の時間/コストを大幅減
2.着工前の現地踏査後の補修図作成効率化＆発注者協議資料化！
3.点群をアップロードしさえすれば数量計算書やCAD図面作成や内業チームと

分業化。点検・調査のみにフォーカス出来る。

数量計算書（自動合否判
定）やCADも自動生成

発注者の招待・確認 遠隔確認・納品

画像ではなく！補修箇所の3Dデータ（点群）を取得＆Hatsulyへアップ

補修範囲をクリック指定だけで全自動で補修箇所を3Dモデルに

従来手法

• 人手による実測で現場作業多
• チョーキングや写真からの補修図面生成により

時間も掛かる上に位置・形状の再現精度は落ちる。

• 補修箇所毎に正対しての写真取得が膨大に発生し、
作業時間増（局所的なデータしか撮影できない）

• ひび割れの幅等も結局は人の指定が必要で作業時間増

【点検・調査】- 損傷展開図（2D CAD図面）自動作成機能による提供価値

3大メリット
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【サイクル全体】- 四国地方整備局ニーズシーズマッチングでの取組

2025年3月、「現場ニーズと技術シーズのマッチング」において、建設現場の課題解決を目的とした3DインフラDX技術に
「Hatsuly」が採択
→Hatsulyを活用した3Dインフラメンテナンスサイクルによる省力化・省人化の実証を実施（現場試行評価中）

モデル化、図面出力
発注用資料作成

修復後点群引き継ぎ情報



copyright©2023 DataLabs, Inc. all rights reserved. 22

精度検証
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体積計測機能

水を入れた体積 vs Hatsulyによる体積

Hatsulyによる測定値：
0.00304m3

水量：約3L → 0.003m3
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機能紹介

任意箇所の面積測定機能

お客様からのフィードバックをもとに、現場での運用に即した機能を継続してアップデート
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はつり深さ計測機能

③
④

③

④

③ 特定のポイントで測定 実測：33 mm Hatsuly： 34mm 
4. 設計値との比較 設計値：50mm Hatsuly： 平均54mm  
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導入実績
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導入実績（1/3）
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導入実績（2/3）

四国地整 入交建設様 断面修復工での適用事例

断面修復箇所1200か所でHatsulyを使用
通常、2名で3～5分かかる作業を、1名で数秒～30秒で実施し、
55時間以上の時間短縮を実現！

発注者様からも断面修復工の作業時間の省力化というだけではな
く、将来的には点群データと3Dモデルを管理図等や補修履歴など
に紐づけて維持管理に活かせるといいというコメントを頂いています。

【導入事例】入交建設様

https://www.datalabs.jp/news/iriken
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導入実績（3/3）

ユーザ様の声（東海建設株式会社）

3D出来形として使いやすく従来にない画期的なシステム

省力化、高精度、ヒューマンエラーの防止、品質の向上に寄与

補修検査システムとして「ここまでやれるのか」と発注者も高評価

導入企業ロゴ（一部）
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沼津土木事務所（発注者）さま、施工者さまの取組事例

取組①：発注者による実導入に向けた試行の開始 取組②：施工者（加和太建設さま）による
Hatsuly試行導入現場での勉強会開催

【Hatsulyの3Dデータ】 左：はつり箇所 右：クラック補修

本工事は規模が小さかったが、従来方法と比較して省力
化効果を実感した。
検査箇所数が増えれば更に効果が大きくなることが期待
できる。

加和太建設さまの声
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東京都港湾局様との事例

先端技術を活用した港湾施設の図面・施設台帳の自動生成により、補修工事業務を効率化したい！協働テーマ

■ 現場課題

■ プロジェクト概要

課題詳細

課題に対する
ソリューション

協働
プロジェクト

内容

成果

課題解決による
想定成果・効果

①点検結果を受けた補修工事の発注に際して図面を作成する必要があるが、計測結果と写真を
見て作成する必要があり、労力を要する。
②得られるデータが有効に蓄積・活用されず、①の作業を都度実施しているため、時間/費用
を要する。

今まで手動で行っていた①付属施設および②舗装施設の「図面作成、数量算出業務」を、3Dデ
ータ処理、自動モデル化技術を用いて効率化する事により、全体で従来プロセスに対して業務時
間を５割削減させる。

期間：2024年10月～2025年2月
対象：東京港内の附属施設及び舗装施設
実施事項：
(1)附属施設及び舗装施設の点群をLiDAR付属のiPadで取得
(2)点群から2D図面作成及び発注に必要な数量算出

現場での計測作業を点群データの取得による方法で代替し、点群データから図面や3Dモデルを
自動生成し、必要な数量情報の取得、帳票・図面の作成を効率化する。

- 計測・記録に係る人員や作業時間の削減
- 作図や数量算出、発注業務にかかる作業時間の削減
- 付属施設及び舗装施設補修業務のそれぞれにおいて61%、80%の業務時間の削減を確認

（※発注図面作成作業は含まない）
- 3Dデータを共有・利活用することで職員のみならず、補修業者の作業時間削減期待あり

従来方法での計測方法

改善後の計測方法

iPadでの
点群撮影の様子

舗装施設の点群および図面

【点群】

モデル化 自動出力

【図面】

付属施設の点群および図面

【点群（モデル化後）】 【図面】

自動

出力

東京都港湾局との随意契約
に係る認定（取得済み）

認定期間中、東京都各局は競争入札によらな
いの随意契約で当社サービスを購入・使用す
ることが可能

スタートアップ・国際金融都市戦
略室と連携しながら、同様のニー
ズを持たれている他局に横展開

庁内他局展開
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ご利用の流れ
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ご利用の流れ(1/3)

STEP1
計測

STEP2
モデル化

STEP3
数量算出・帳票化

LiDAR付のiPad等で
対象箇所の点群を取得

点群データをモデルに変換 深さと体積を
自動算出し帳票化

STEP4
共有・報告

３次元データと帳票を
クラウド上で共有
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【簡易デモの動画】点群計測から帳票作成まで（約3分）

iPad Proでのはつり箇所計測から、Hatsul上での帳票作成まで、約3分の簡易的な作業イメージ動画です。

Step１：計測（17秒） Step２：モデル化・Step３：帳票化（約3分）

http://drive.google.com/file/d/1TLjD3X7abHE7zp6vLVWXY0Iriv6UsGTs/view
http://drive.google.com/file/d/1h4MRldFZCx3AIHWLDfJzPHIsj42AR3nl/view
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ご利用の流れ(2/3)

STEP1
計測

LiDAR付のiPad等で
対象箇所の点群を取得
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ご利用の流れ(3/3)

※画像をクリック頂けると、動画がご覧になれます。
（Hatsulyについては 1:05～で紹介されます）

https://youtu.be/ufKhhaaDaew?feature=shared
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ご参考｜推奨点群計測アプリ

メリット

デメリット

• 処理速度が速い
• 操作がシンプル
• 無料で使用できる

• 計測にコツがあり、撮り直しが生じやすい
• 対象物や現場状況によって、計測方法

や難易度が変わり易い
• 計測画面が赤くなりがちで、計測状況が

分からない
• 広範囲を撮ると処理が不可、または精

度が悪化する

• 計測のコツが少なく、撮り直しが少ない
• 広範囲でも計測できる

• ３次元データの生成処理に、少し時間
がかかる

• 点群解析が有償
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ご参考｜Pix4Dでの測定した点群データサンプル

測定対象

※Pix4Dで撮影した点群データ ※Pix4Dで撮影した点群データ
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機能情報
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機能一覧

主要機能 概要

体積測定 作成したはつり面と仕上げ面で挟まれた体積を自動で算出します。任意多角形に対応。

はつり面積（幅×長さ）算出
出来形管理で必要となる幅や長さ、外周、面積が自動で計算されて、帳票に表示されます。
また、モデル作成時に長さが表示されるので、モデルの作成が簡易になりました。

任意点での平均はつり深さの算出
任意のグリッド幅をシステム上に作成し、グリッド交点から垂線を降ろし、はつり深さを算出します。
それらから、平均はつり深さを算出します。

鉄筋の表面積を自動算出 防錆材等の量を見込むために、鉄筋をモデル化すると鉄筋の表面積が自動算出されます。

かぶり厚の算出
鉄筋をモデル化することで、鉄筋から想定の仕上げ面までのかぶり厚と、はつり面から鉄筋まで
の距離を自動で算出します。

設計値との比較 帳票に設計値を入力することで、設計値との差異を確認できます。

関係者招待機能 招待メールを送信することで、関係者様にビューワーとしてご覧頂くことができます。

Hatsuly上での距離の測定 Hatsulyで任意の箇所の距離を測定できます。

配筋モデルのdxf、ifcでの出力 作成されたはつり面、仕上げ面、鉄筋のモデルを出力できます。

検査帳票のExcel、PDFでの出力 検査帳票をexcel等で出力して、検査書類として頂くことも可能です。
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機能紹介

任意多角形の体積及びグリッドによる任意点の深さ計測機能 角はつり、全面はつりの計測機能

お客様からのフィードバックをもとに、現場での運用に即した機能を継続してアップデート
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ご利用料金
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Hatsuly利用に係る料金

Hatsulyご利用に係る料金は、点群データの計測アプリ、 Hatsuly 、サポートの合計料金です。

計測アプリ（※）

（※）計測アプリにScaniverseを利用する場合は、計測アプリの料金はかかりません。

Hatsuly利用に係る料金

サポート
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PIX4Dcloud 料金プラン概要

月間プラン 年間プラン

請求金額 11,000円／月（税込） 110,000円／年（税込）

クレジット数
20クレジット／月

（年間上限500クレジット）

アカウント共用 制限なし

備考

• PIX4Dcatchを用いて計測する場合、月間20クレジットで計測できる範囲は約150平米程度
です。（カメラ解像度2.7MP）

• ただし、対象物の過密具合や現場状況によって画像枚数は変わりますので、あくまでも目安です。
• クレジットは、60日以上の有効なライセンスがある場合、キャリーオーバーされます。
• 月間プランの場合はオンライン決済のみ、年間プランの場合はオンライン決済または請求書決済

を選択できます。
• 年間プランの場合は、年額を初月に一括払いとなります。

クレジット数に応じて課金されます。

クレジットの計算はこちら（https://www.pix4d.com/jp/pricing/pix4dcloud/）。
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Hatsuly 料金プラン概要

料金プラン 備考

初期費用・更新費用 275,000円（税込）/回・年

• 初期利用日の翌年の前月末日までのデータ保
管・閲覧料金を含む

• 初期利用日の翌年の前月末日までに解約手続
きを行わない場合、更新（自動更新）

利用月追加料金 132,000円（税込）/月
• 利用する月のみ、月初に表示される有償機能ボ

タンを押すこと機能の利用が可能
• 日割りではなく、月額の課金
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サポート 料金プラン概要

契約後３か月間は、専任のサポートメンバーが付き、お客様のカスタマーサクセスをご支援します。

サポート内容 有料 / 無料 必須 / 任意 期間

専任サポート

初回利用前の、オンラインキックオフMTG 無料 必須 3か月間以内

初回利用時の、現場計測および操作支援 有料（※１） 任意 3か月間以内

事前協議資料作成の支援 無料 任意 3か月間以内

専任サポート延長 有料（※２） 任意 4か月目以降

非専任サポート メール、フォームでの問合せ対応 無料 任意 期間の定め無し

（※１）出張旅費＋88,000円目安
（※２）別途お見積
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Hatsuly 料金プラン（利用料金例）

5月から契約を行い、4ヶ月間（5、6、9、10月）利用する場合

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4（月） 5月以降
（1年経過後）

データは1年間保持されます

初期費用・更新費用 月額利用費

・初期費用以外は利用月にのみ発生します。
・利用の有無によらず、データは1年間保持されます。
1年経過時点で延長することでデータは引き続き保持されます。
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お問い合わせ先

DataLabs株式会社 / DataLabs, Inc.
SaaS営業統括本部

Address：〒103-0024 東京都中央区日本橋小舟町8-6 H¹O 日本橋小舟町 709号
Tel：03-6810-8520（代表）
Mail：sales@datalabs.jp HP：https://datalabs.jp/

ご不明点など、何でもお気軽にお問い合わせください。

mailto:sales@datalabs.jp
https://datalabs.jp/
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BPO オプション
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【オプション】BPOサービス概要

STEP1
計測

STEP2
モデル化

STEP3
数量算出
帳票化

LiDAR付のiPad等で
対象箇所の点群を取得

点群データを
モデルに変換

数量を自動算出し、帳票化

STEP4
共有・報告

３次元データと帳票を
クラウド上で共有

短工期の中で利活
用を検討している

創意工夫で使ってみた
いが、自分たちだけで

出来るか不安

BPO：Business Process Outsourcing
（業務アウトソーシング）

上記ワークフローについて、弊社が代行して請け負わせていただきます。
※サービス提供範囲の詳細、金額は別途お打ち合わせの上、ご提案いたします。



Appendix



https://www.nikkei.com/compass/industry_s/0439
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/maintenance/_pdf/roukyuukanogenjou.

pdf
https://www.mlit.go.jp/road/ir/ir-council/road_maintenance/pdf/44.pdf

老朽化するインフラ数

建設後50年以上経過する割合

検査する施工管理技士の人口は減少化
建設後50年以上の橋梁は2030年に40万橋

発注者職員数

28年間減り続けている

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/maintenance/_pdf/roukyuukanogenjou.pdf


デジタルツインを活用した維持管理業務の高度化

GIS画面イメージ

拡大
イメージ

デジタルツインのイメージ

各構造物のモデルを選択

→関連範囲が色付け
関連情報を表示

センターを選択
↓

BIツール表示、モデルに反映

カメラを選択
→ 付近のWEB

カメラ等を表示

施工後の成果物を保管
→構造物諸元・工事履歴・
財産情報をモデルに紐づけ

自動で更新

社員等にGNSS等
位置情報を付与

→GIS上に現場係員を表示

施工後に取得した点群を保管
→DataLabs技術で

3Dモデルを自動更新（部分）

実現したい将来像の例


